
























































































































かるを見ると (My heart leaps up when I behold
a rainbow in the sky:)｣ と始まり､ 二行目以下
｢我が命の始まりにさなりき (So was it when my
life began;)｣､ ｢我いま大人にしてさあり (So it is
now I am a man;)｣､ ｢我いずれ年老いてもさあ


















































‘R’ は ‘red’ つまり ｢赤｣､ 同様に ‘o’ は ‘orange’
｢橙｣､ ‘Y’ は ‘yellow’ ｢黄｣､ ‘g’ は ‘green’ ｢緑｣､
‘b’ は ‘blue’ ｢青｣､ ‘i’ は ‘indigo’ ｢藍｣､ そして







実は､ この ‘Richard of York goes battling in
vain.’ というのは実話なのである｡ 中世のイング










































































































『恋する女たち』 (Women in Love 1920) の第18
章 ｢兎｣ を見てみよう｡ この章は主人公の１人で
あるグッドルーンという女性とジェラルドという
男性が互いの関係を深める上で､ 登場する兎が大
きな役割を働いている｡
グッドルーンは､ アーシュラの妹であり動物の
彫刻を作ることを仕事とする芸術家である｡ 彼女
はショートランズという中・上流階級の館に､ そ
この娘であるウィニフレッド (小学生と思われる)
の家庭教師に雇われてやってくる｡ ショートラン
ズにはウィニフレッドの兄であるジェラルドがい
る｡ 彼は父親の後を継いで炭坑経営者になる男で
ある｡ グッドルーンとジェラルドは､ 互いに相手
が自分にとって重要な存在つまり恋人になるであ
ろうと予感している｡ まだこの章では２人は深い
関係まで進んでいないが､ すでに接吻を交わした
ことがあった｡
さて､ 兎が２人の関係を進める上でどのように
関わっているのであろうか｡ グッドルーンは､ ウィ
ニフレッドに絵を描かせるが､ 最初はルールーと
いう名前の彼女の飼い犬をモデルとして描かせた｡
この犬はすっかり人間に飼いならされてしまって
いる哀れな老いた犬として登場しており､ 作者は
このような犬の存在を惨めなものとして描いてい
16
D.H.ロレンスの作品におけ
る動物の描写について
(その２)
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